
＊本会議は、午前９時３０分から開始します。

市議会市議会の日程市議会の日程

５月臨時会の開催予定

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
・
第
12
号
・

第
13
号
・
第
14
号
）

　

第
11
号
の
補
正
予
算
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
に
向
け
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
、
先
行
し
て
接
種
を

開
始
す
る
高
齢
者
に
送
付
す

る
ク
ー
ポ
ン
券
の
作
成
経
費

等
を
計
上
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
専
決
処
分
を
行
い
、
５

７
３
７
万
５
０
０
０
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

　

第
12
号
の
補
正
予
算
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
運
営

経
費
等
を
措
置
す
る
た
め
、

６
０
８
６
万
９
０
０
０
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

　

第
13
号
の
補
正
予
算
で
は
、

①
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

道
路
整
備
、
公
園
整
備
、
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
、

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
す

る
た
め
の
経
費
、
②
元
年
度

決
算
に
基
づ
く
国
県
支
出
金

等
の
精
算
等
、
③
地
方
消
費

税
交
付
金
の
減
収
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
減
収
補
填
債
の

借
り
入
れ
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
４
億
６
１
２
２
万
４

０
０
０
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

追
加
議
案
で
提
出
さ
れ
た

第
14
号
の
補
正
予
算
で
は
、

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
防

止
対
策
に
係
る
経
費
を
追
加

す
る
た
め
、
１
９
６
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４

６
９
億
１
３
６
９
万
円
と
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
・
第
２
号
）

　

第
１
号
の
補
正
予
算
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
対
し
、
追

加
の
経
済
対
策
と
し
て
、
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援

策
等
を
講
じ
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
１
億

２
３
０
０
万
円
を
追
加
し
ま

し
た
。
第
２
号
の
補
正
予
算

で
は
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、

ひ
と
り
親
世
帯
へ
特
別
給
付

金
を
支
給
す
る
た
め
、
５
７

９
６
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
、
３
３
０
億
６
８
９
６
万

７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

教
育
長
の
任
命

　

令
和
３
年
３
月
31
日
付
け

で
の
鍛
代
英
雄
教
育
長
の
辞

職
に
伴
い
、
山
口
賢
人
氏

（
上
粕
屋
）
を
新
た
に
教
育

長
に
任
命
し
た
い
旨
の
議
案

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
賛

成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
す
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命

　

令
和
３
年
３
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会

の
委
員
を
任
命
し
た
い
旨
の

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
す
。

・
鈴
木
雅
之
（
下
平
間
）

・
杉
本
和
彦
（
上
粕
屋
）

・
大
木
克
美
（
三
ノ
宮
）

・
田
中
光
男
（
子
易
）

・
越
水
一
雄
（
東
大
竹
）

・
古
屋
幸
男
（
東
大
竹
）

・
麻
生
伸
一
（
小
稲
葉
）

・
三
野
孝
文
（
東
富
岡
）

・
重
田
千
秋
（
見
附
島
）

・
市
川
正
美
（
善
波
）

監
査
委
員
の
選
任

　

令
和
３
年
３
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
る
監
査
委
員
に
、

島
和
俊
氏
（
相
模
原
市
）
お

よ
び
上
原
勇
司
氏（
平
塚
市
）

を
引
き
続
き
選
任
し
た
い
旨

の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
、

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
要
介
護
等
認
定

者
数
は
３
年
間
で
約
１
３
０

０
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
基
準
保
険
料
月

額
を
現
在
の
５
２
０
０
円
か

ら
５
５
０
０
円
に
改
定
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
総
額
３
２
８
億
８
８
０
０
万
円
と
す
る
令
和
３
年
度
一
般

会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
４
特
別
会
計
予
算
案
及
び
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
２
面
に
総
括
質
疑
、
総
括
表
、
３
面
に
討
論
）

　

ま
た
、
追
加
で
２
件
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
総
額
を
３
３
０
億
６
８
９
６
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
ほ
か
に
、
「
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
の
議
案
32
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
し

ま
し
た
。

　

継
続
審
査
を
含
む
、
個
人
・
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
４
件
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
日
間
行
わ
れ
、
17
人
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

に
つ
い
て
執
行
機
関
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
（
４
面
・
５
面
に
一
般
質
問
）

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
議
会
対
応
と
し
て
、
一

般
質
問
の
制
限
時
間
の
短
縮
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
下
段
参
照
）
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令
和
令
和
３
年
度
予
算
を
可
決

年
度
予
算
を
可
決

2/17～3/24

３月定例会

主
な
可
決
議
案

５月17日（月） 本会議

６月定例会の開催予定

６月 ７日（月） 本会議（提案説明）

　　15日（火） 本会議（議案審議）

　　17日（木） 委員会（付託審査）

　　18日（金） 委員会（付託審査）

　　23日（水） 本会議（一般質問）

　　24日（木） 本会議（一般質問）

　　25日（金） 本会議（一般質問）

　　29日（火） 本会議

１　一般質問の発言時間の制限について

　 １人当たりの持ち時間を45分（答弁含む）

　 以内としました。〔従来は１人当たり60 

　 分以内（答弁含む）〕

２　総括質疑の時間管理

　 １会派あたり、概ね１時間を目途に時間

　 管理を行いました。（従来は時間管理なし）

３　会議出席者へのマスク着用発言

４　概ね１時間を目途に休憩、換気の実施

５ 傍聴者への咳エチケット等のお願い

新型コロナウイルス感染拡大防止

に伴う議会の対応について

３月定例会実施内容

旧庁舎で行われていた議場での審議風景
（写真は、昭和47年当時の様子）

　「いせはら議会だより」は、昭和48年に創刊号が発行されて以

来、議会での審議状況や議会の活動状況等を掲載しておりました

が、それから約50年の歳月をかけ、200号を迎えることができま

した。


